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の流速に対する影響をみた。 10-'M以下のCaZ1'濃度でー は流速は正常細胞のそれに等しく .IO-'M以上
















流動速度に変化はないこと， 10-6 M以上で流速は低下し， 10-3Mで完全に停止することを確かめた。
さらに原形質内の葉緑体の廻転運動に注目し これが停止するに到るまでの時間は原形質膜より遠ざ
かるにつれて遅くなることから興奮膜部位からのCa++の拡散過程と並行していることを示した。また
放射性のCa++をトレーサーとして興奮時にCaの内向fluxの増大することを確かめた。
つまり原形質内のフリーなCa++濃度を10-7M以下に保つ能動機構によって正常な原形質流動が保た
れてわり，興奮時にCa++の内向fluxが一過性に高まることにより あるいはこれがトリガーとなって
さらに原形質内のフリーなCa++濃度が高まることによって原形質流動が一過性に停止することを明ら
かにできたことは 非筋肉系の運動機構を解析するに当って重要な知見を加えたことになる O
したがって理学博士の学位に十分値するものと考える O
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